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− 50° ）で脱脂 し 40°

以下で乾燥 し充分に石油．

工 陶テ々 を揮散させ る， こ れに麻醉用 エ み テ ル

（著者は 局方工 一テ ル を再精餾 し こ れ を「ネ ス レ

ル 」試藥で充分 に洗滌し倚ほ 1 回精餾 した もの

で 代用 した） 120cc を加へ 10分間靜置 し燬性

マ グ 0．5 茗ラ ム 水 20   を注加 し時々 振盪し ・

30分聞放置 し F ラ ガ ン ト末 L5 グ ラ ム を加 へ 強

く振盪 し濾過 し濾液 ］00cc を とる
・
（檢體 10グ

ラ ム に當る）分液漏斗に と り 1 ％ 酒石酸溶液
　 　 ’ N

10cc つ つ を加 へ 振盪轉溶させ 4 回繰返す． 酒

石酸 々 性液 40qc を得て これに 筌i氣をi導呑して 、
．Z ・・一テ ル を逼ぴ出 し酒石酸液を追加 して 正 確に

40cc とす る． この
．1   をと り試藥 （p・Dime−

thYl・min ・b… z・1d・hYd 鰍 水溶辭 過ク ・ 一

・戯 液）を加 へ 旗 作つた鮮 液 （E嬉・   iい

et ｝tansUlphonate 　Oρエ2　W ／V 溶漢） と比色計

を用ぴ比色定量する，

・　 檢 　 體
’

　
『
犠趨動 嬲
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’

，　 タ （19  o・4D　 28；94 ・

　　　　　　　 ・　 　 　 1943 年 4 月定量
“

　附記 ：　 脂肪％ とは石油 工 一テ ル に 可穃部分

で ある・　 　 、　 　 　　 　 　 　 　
’
　

・・1

　 縛 括

　 1）　ッ ル ヨ シ ， セ イ コ ノ ヨ ，シ 姫麥角は人 工 栽

培で容易にその 果體を發生する．
』
乞の果體の 子

』

嚢胞子で 人 工 接種が で き る．　
・
　　

’ L

　−2）　人工 接種で 得た ツ ル ヨ シ 麥負は ｝トDime」
1

thylaminobgnzaldehyd 呈色反應は陽聾で 勘る ： ・t

　3）　自生の ツ ル 尹 シ 麥角の 「ア ＞v 力 庶 イ曜 」

含量は大約 1− 2％，
セ ィ コ ノ．n シ 麥角tt大約

0．5％で ある，　　　　　　　　　 二

　 4） セ イ コ ノ n
’
シ 麥角菌 をツ ル ヨ シーlc接種ず

’

る こ とが で きる．

　　昭和 21・年 12月 t1　 ，　　 ．
”
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・ 『

　　　
幽
京鶴藥學專門學校

「’

ミ シ マ サ イ コ の 栽 培 に 闘 す る 研 究 （籀 一 義）
’

’
　　　　 　　　　　　　　　 　　　　　　　　 　　　　　　　　　 　　　　　　　　 　　　　　　　　 　　　　 tt

−
il

　　　、（根 の 竅 育 墫 抽 薹 芯 の 關 係）　　　　
’t

　　　　　　　　　　　、・　　　
’
　　 八　　田　　亮　　三

　　　柴胡は從來内外産共に野生 晶の 探集された も

　　 のが用ひ られて 居b たが ， 今後は 需要の 増加に

　　 よ り， 殊に 我國に 於 て は 自生品の み に 依存する

　　 こ とは至難で あ り， 叉
一

面 野生 晶 の 採集に は ， 、

　　孫に ミ シ 女サ イ コ の 樣な小Ek 植物の 集荷に は

　　勞力其他に相鴬不利な條件の 俘 うの は 叉止むを

　　得 ない こ とと思 う．著者は過般箱根山麓 の 所謂

　　 ミ シ マ サ イ F の 自生地 を踏査 して 一暦此念を深

　　 くし，其後多少の 栽墸學的 な研究を試み て居 る．

　　 逐次成績 を纒 め一般の 參考に資 し度い と思 ふ．

、　　 ミ シ マ サ イ ロ は抽苔して 多數結竃する習性が

　　 あるが ， 元來根を藥用目的にす るの で あるか ら

　　 髭 の 性状 は吾 々 とし て は餘 り好 まし く無い こ と

　　 に なる．抽苔結實が根 の 肥大生長に 悪影響の あ

　　 る こ は 一般藥用植物に於 て も認め られて居 り生

　 殖 抑制の爲め に は色 々 な技衛的方邃も講じられ

て 居 る．本報で は ミ シ ゼ サ イ コ の摘花が根の 發

育に 及ぼす影響に 就い で檢討 するととに しだ ．

荷 ミ シ V サ イ …・ に は遺傅 的に抽苔 し難い個體が ．

少數混 在するこ とを見出 した． ，
『

　實驗方法

　種根摩箱燦山麓で綵集 した 琴酵3 年生の發育
’

均等な 15〜
耳Og の もの を供 用した．

．抽苔 したもの に 就い て生殖抑制の 意味で ，
8

月 3 日花蕾發生時に 地 上部 ro　g皿   で 水甼 に剪

去 した もの と r 花蕾だ げを丁寧に摘取 り莖i葉に

は撮傷を與 へ ない 檬に したもli）
， 及び對照 とし

て無處理を設けた．當初此の計瓮で 實驗 を進め

た6で あつ たが， 發壹途旅に於 で抽苔 レない 個

體の あるご とを見出しだの で こ れ も實験の 一
に

．斡

附加 した
， 供脚 體數ぼ驅 共に 5株宛で ipる

昭和 21年 3
’
月  日植付 を行ひ ， 同年 11月 3・

（ 16 ）
・
　　　　　　　　　　　 N
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生 桑

　 鋒結韓期に 牧穫した．
’
　 ：  戯 驗 法　

『
　 ，

・孅 碧釜　處 理 val 備考（囀 ）

　　
　　
　 ¢ 莟

　壇した甥熊に比ぺ 根重を 77％増加 じ海 ．夊花

　
・
蕾發生時 に地上部 20cm で剪去 した も：のでも相

　
’
愛6肥却 琴見 られζれは對照に 比琴 33％ の 増

　毛あ2海∴上芳逡穂的に 不抽苔の もOP
“
ta以上の

伽 よ り磁 瞬献 鰹 で 疏 驪 勲 託べ

．
巍 ％ 墳 と云識 織 示 レた （卸 覿 1 圖）

、

　 、　
・第 、孝 根 め 奪 育

’

r rrrcerrgi
’

grrgi
”

ir

2．葉のar ．．勲苔無塵理で は莓立葉の 爽育ず

良い が ， 根生葉は 發隼數 も少 く夊 發育も費弱で

ある
气
．之k 對 して花だけ剪去 した もの 嬢莖立葉

の發育は寧ろ無處理 に 劣る程看 あるが根生葉は

大型 に な り發生數 も多 く旺 んな發育振 りを示穿
・と云 堯全 く反對の 現 象を呈 して居る．徇 20蚕m

で剪去しkts の 噸 者の噸 礁 して 夥 ゴ
（第

辣 ）根 蝶 堙 乎琴噂 鰍 聾蹴 い て は以

上曝 騨 るが・
・知 購 騨 麺勲 奪體些

て の蠅 ド馳 て觀 鞘 ｝ISiづ糶 ゆ 算 は抽、

苔無塵理綜最も低 く多れを對照 壁レた場合
ぞ
・
，
2Q

（洫 で 剪去 した もの は 80％ 増加 しジ 花だ け勢

去 した もの は20Q％ の 増加， 更に蚤紬苔の もの
　 　 　 ’　　 ，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 −　・tS，　’，　L　−
に至つ て は 902％　．E 云 ふ驚 くべ き糟加率を示 し

て居る．之れ を葉面積に 就い て調 べ て見て も大　　 ．

脚 上 の様嬾 卑が窺はれるが証ゆ場合は葉藝

に於けるよ りも對照に對する増加雍が稍 々 下廻

つ て居 る．史 に結實時の 地上部諸爨讐g形成さ　．．

れた 割合樋 量に 據つ て調 べ だとこ ち第2 肉の
．

抵
L

苦 麟 處 理

20cm 剪 去

花 だ け 勢 去

イく抽苔 無處理

8．111

．66

．410

．0

．1・01

．01

．313

92∩

U

−

，1．6

・211

飃

圏
穐

電

气

鬪，
董

備 考　　單位 Gm ．　it．以下同 じ

　　　　　根長ほ主根 の 先端 2m 皿 迄 の 旻さ

．　　　　　 根徑 は 最大部位 の 測定

　　　　　根露 は一株當 りの 乾燥重

　

s
　

”

　

　

・

，紬
　

ゲ 葉 董

ゾ
葦 面 積

織

1
A・” et！

　　　　 第 1圓
’
　根 と葉の 發育

　　　（抽苔無處理を 100 と した場合の 比）

口　
・

簍 ．

悼 器 讎 2。燗 靴 泥 ざ・離 于亅●臨 蛋確

　　 第　2 岡

地七 部諸器管 9軍量比

様 な威績が出た．皀口ち抽苔無處理 で は莖が 60％
で その 主位 を占 め ， 次が種子の 323 ％聴 薬 ¢》．

占める割合は僅々 7．7 ％ に しか 過 ぎ なか つた

カ1・　20．cpt で 触 した もρ膜 が 聯 ％輔 當

高 くなり莖 と種實 の 割合は稍 々 低下 して居 る．

次杞 花だ け剪去 した場合 は莖の 生成割合 は前ゴ

者と大差無い が ， 葉の 占め る位置が飛躍的た上

昇 しセ 429 ％ 鵠 つ た ．ttの畍 花は悉〉 摘

（ r7 ）
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　取 られて居 るゐで あるか ら登實階無なの は當然

．で
， 恰も種實生成の 不要部面が その まま葉の 生

成に置換 された樣 な現象を呈 して 居る．徇不抽

苔 の もの は その まま葉の形成が 100％で あるこ

　とは自明で ある．
  ＼　　’

　 毫　 寮

　　抽苔 したもの をその まま放置 して 結實させ る

　と根 の 發育が悪 ぐ苧生殖暴管を除去すれば根 に

臓 噸 力囎 し娘 く肥唐 死 云猫 果を得

だが．この 現象に就ぎ以下 實驗成績に基 き形態

的立場ム ら若羊あ考察を試み ようと思 う．
’

　　植物體が 生殖を全 うして 結實する迄 に は多 く

の 榮養が 淌粍される爲めに ， 生殖を抑制された

　もの よ りも根へ逡 られる同化物質の 量が滅少す

　る の で あ ろうこ とは容易 に 想到 し得 られる と こ

、ろ で 梦る が ．
’一“方生殖生長 を全 うした場合は抑

制 された場峇よ りも葉の 造成に 遜色が ある爲め

　に 同化物質の 生塵部面に 於て も劣る こ とが 判 つ

　た．生殖 を抑匍して も莖 立葉の 蛮育に は差 して

’
變化は認め られない が ， 生殖生長が 旺ん に なる

と根生葉の發育が極 めセ貧弱に な り， i莖立葉 に

　封 する菫量比 は 20％ に しか 當 らない こ とに な

　る が 生殖を抑制すれば 莖立葉の 400％ に 値する

大量ρ槹生葉が 造成され， 爲め に 根隼， 輩立總

　和 の全體と して の 葉量に は大 きな開きが 禺來て

　對照 よ りも．2DO％壇 と言ふ 成績 を示 し海の で あ

　る．叉璢の 総葉掌表面積で比較する 蕊耳0％」含

　と霄ふ數値が 出て居る．（第 2姦 第 1圖）此蠧

　で 一寸注意 し度い ζ とに， 葉量の 増加髭牽が檗
．
重畷 つ た齢 と葉醸 とで 30％ 錘 を示 し

　　　　　　卸 表 騰 の
．發 育

・｝

韃
繋

／

L

儲 根蝶 の 鯉 爛 嘩 鯰 す脹 さを示 ts

　　 莖鱒 は無柄， 重量は一株當りの 乾燥重

es　Sf 審　 es　，1 罅　　 ・　 ，

’

　　　　
t

　 た こ と で ある，此増率決定に は徇追試的要は訪
　 　 　 　 1

　　　　　　 るが ， 上記成績に據れば 葉形の 増大に は葉面積

　　　　　　 の 擴大の 他に葉肉の 肥厚が 預 つ て 居る もの と思 tt

　　　　　　 考するが 爰當の 様に 思 う．1

　　　　　　　生殖 を全 うした もの は地上部に ！對ナる地 下部

　　　　　　の 齷 比は大 となつ 丁居＆が ・て れは明力・に地
．

　　　　　　上部に 於ける葉の 發育不振を物語る結果で診る

　　　　　　（第2圖）
一
方生殖 を抑制 とした もの で は地上部 　己

　　　　　
一
の 割合が犬で あ り， その 珂29 ％ 巌篥であ り尸 、

　　　　　　且つ楔の 肥大率が 逡か に優 つ て居る≧とは， 葉

　　　　　　の 蹴 される こ とに より損失する攤 の 榮養物

　　　　　　質は葉の 造成に より生成 される とこ ろの 同働 　
’

　　　　　　質に據り補 つ て術餘 りあるヒ．とを惷味ずる もり

　　　　　　 で あろ う．

　　　　　　　次に 隼殖抑制の 目的で 地 上部20cm で 剪去 し ．

　　　　　　た もの は ， 無處理 妙 根 の te＊4e ，　33　％　，9）翻・
　　　　　　 して居 る が

， 生殖 を全 く抑剃 した場合の 77％

　　　　　　 増 に比 べ れば 可 な り及ば ない も・の が ある．此の

　　　　　　理 由とし て は次の 點が擧げ られ る．（1）此 の 處

　　　　　　理法は 花器の 除去が 完全に 行 わ れ 難い こ と．・

　　　　　　 （2）生殖生長の 旺んな上孚部は除去 され売が，

　　　　　　 剪去された こ とに據 り殘存した微弱な側枝 も其

　　　　　
凾
後草銑 回復 して 旺盛 t2・生殖 を營む こ と・（3）

　　　　　　上牛部の 剪去に よ り若干 ICもせ よ莖立葉を損失

　　　　　　 した こ と等で 亀る，故に 摘 花操作匹 柔り滿足す

　　　　　　べ き根の肥大を望むに は ， 花器の除劫 完全 に

　　　　　　 して 且つ なるだ け葉の犠舞を出さな匝事が 僚件一

　　　　　　 となる．

　　　　　　　 最後に 抽苔 しない もの IC就い て 檢討して見 よ

　　　　　　
・
うミ シ マ サ ィ コ は播種當年は大體抽苔しない と ；

　　　　　　見て良b が ， （但 し 5％許 りの 抽苔は ある，
1．X 榮

　課醐認纒覆蠶變繍美齲善
一

　　 す る，本實驗に供 用の 種根は生 重 1．5A）20g で

　　 あるか ら勿論その 大牛は抽苔した が ， 内抽苔 し．
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 に

齢 贐 が若YE 在する こ ξを期 したの 聯

　　る・丕 抽苔個韆翻 め 、
m ％ あ9たが ・

10
崢恥

　　に なつ て 内25％ が不時蚰苔蘇最後迄坤咎し

　　 なかつ た もの は 75％ で あっ た．・此の抽蒼しな
．

　　　　　　い もの が鮟 の 難 雌 の硝 と蠏 し難嚇
，

　　　　　　及び當初抽苔しなか つ 郊 の 鰍 末噬 つ て 不

　　　　　　時抽苔す る事辱か ら推 して；i ミ シ マ ザ イ コ

に は

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 匙　　　 　　　　　 　　　　
’
　 　　　　　 　　」　　　 　　　 r

　　　　（Is ）　　　　　　　　 ．　　　 骨

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・：
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1　　　

‘
　　　　　　　　　　　 N 工工

一Eleotronl 己　Llbrary 　
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tt
：t
、抽苔轍 闘與する遺傳因 子が介在するこ とを

麟畿 脅ゑ驫飜 軈鸞霧
堺   婦 るカ  これ姓 殖 挫 くmPP制し燭

　 食よ・壁も遙かに 高い壇加es　・e あ る．抽苔しない 「

誌 鰺帰 郎 齣 献 チ・ の は調 花を行9，

難纏購 鋤 陳 齬 繝 稼嬾 継 一儼 化

嚔驤蠶巌黷。黥驪欝

韈識鑠 灘 戳嬲
鱗 濃鞭 ρ琳 賦 媒 量の ie・IJnが著しV ’・
“
蜘 勳 麹 で ・9購繊 繭 積で 描 ％獅 貫

　 ・
し虻居 るがヂこれは摘花處理 を完全に行つた場

’

．、資 蝕 蜘 に麟 鯵 る淌 以上の 他に不黼
1
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との 壇大に據 り全 體と して の葉量を増加 し， 爲

めに同化物質の 生産部面で も向上 された こ とに

鑞る・

　（3埖 蕾發蝉 に 生殖抑制の 目的で te上 20

  の 所か ら剪去 した もの は， 無處理 よ りも横

は良 く肥大し 33％ 増加 したが ， 生殖を全 く抑

制したもの に 比尋れば 可な ゆ及ぱな い 竜の が あ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 x

　る・　　　　　　　　 ゼ

　 （4）1．5・y2 ：0g の 充實 した 種根を用ひた場合

そ の 大孚は抽苔 し沁が ， 全 i抽苔 しない個體が

，7．S％， 秋末に なつ て 不時抽苔じた 佃皚が 幺5％

混在する こ と を見出した こ・

　働 こ の 抽苔 しな嘲 體樋 根の 榮養memeの

不備血よるとは解し難い事i 及び秋末に なつ て

不時抽苔する事等か ら推 して ，
ミ シ マ サ ィ コ に

は抽苔抑制に 關興する遺傅因子か介 在する こ と

を暗示すると思われる．

　 （6）不抽苔佃體は根の發育が良 く， 袖蓄鯱
’

理 に 比 べ 133％ 堆と言ふ 成績 を 示 して 居 b．

既の 肥大卒は摘花 rc　4　b生殖 を全 く抑制した 場

合 よりも遙力｝iC高 い ，

　 （7）此の 肥夫理 由は袖苔個體の 生殖 を抑制 し

孝場合 と同樣な現象が
一一・暦
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Wt化された結果 と莖

の 形成に 漕費される榮養物質の 損失か らもitiv

得た爲めで ある．

　　 昭和勿 年 12月 20 日　 　 ．：

　　　　　　　　　 武 田研 究所京都試驗農園
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藁甫稙：脚斫 究及 び 其栽 培 の 墓礎 的 諸 聞 題
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　藥吊植物雌 酢 勒， 林木等 と同樣 rc一種 の資

源 として 考へ ねば ならない が ， 從來は それ らに

・
．tz較 して 兎角研究が澤れて ゐた．尤 も藥用植物

に 限らす天然資源の墓礎的研究なるもの は案外

その 歴 史の 薪七 い の が 一般で あつ て う 實際上何

か の 問題瑛起きて 始めて 根本的な研 究が 要請さ

れるの が當で ある．例へ ば 匿杢人の 最大  主食

物泌 米瞬 で見て も 昭和 9年 10年頃 の あの ・

珍害に 因る大減牧が あつ て始φて稻の 塞冷氣候
に對 す 悉生態學的一一育種學的研究が 國民 と當

局者¢）關心 を喚 鐙した如きが それで φつ た．　　　 ；

　藥用植物は今回の 戰爭 中に は∵方で は南方資

源 と し て他方で は國内に 於 ける醫藥品缺乏に對

する應急策と して 相當重要親されて 來たが r ．Pt
の 必要性は寧 ろ今後に あ る．將來何が登場 する

か は その 道に素入た る筆＃の 推測す る限 りで な
’
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